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周囲大約 80km，‘面積約 370km2 に及び， 叉俄想楕固の南北長経約 25km，東西短経約
19kmと算定されてゐる。このカルデラ内に阿蘇 1郡 3ケ町11ケ村を含み人口 5高ぞ居住
せしめてゐる。
カルデラ陥淡以前tこ於ける奮阿蘇火山の活動は極めて猛烈にして其の噴出熔岩は遠く四
(7) T. Nomitsu and M. Namba: On白eDistribution of Bombs from a Volcanic Vcnt， Mem. 









































(17) 前出 (lil)• 13-23頁及第6版第2闘.





























(18) a)前向(la)，18; b)前出(12)，8; c)前向(lc)，107.











Si02 53.52 52.66 53.12 
Ti02 0.85 0.95 1.02 
AI20. 18.67 18.31 17.73 
Fe20， 2.69 3.24 2.36 
FeO 5.93 5.89 6.31 
MnO 0.14 0.13 0.17 
MgO 3.80 4.40 4.10 
CaO 9.27 8.67 8.66 
:Nu20 
' 
2.90 3.73 3.98 
Kp 1.86 1.89 1.88 
P20 • 0.27 0.28 0.30 
HP+ 0.21 0.26 0.36 
HPー 0.08 0.29 0.16 
、
ぷFh‘ 計 100.19 100.70 100.151 
1昭和 4年劫卸， 2昭和 8年地問物. 3昭和 8年描出宇凝闘熔岩片
IV. 震の化事組成
彊には色調外観上多くの種類がある。其の化率組成に差遣の存することも亦充分推定さ
(19) a) H. Tsuya: On the reccnt cjectu of Volcano Aso，地質主要雑誌， 第36巻(昭和4年)第432
強，英文の部20; b)田中館秀三，阿蘇火山最近の活動，岩石破物皐.1fSl巻(昭和145ド)第5
銃.221. 
(20) 河野義雄:昭和七・八年阿蘇火山活動の概況，岩石E毒物皐，第12谷(昭和9年)第1競. 21. 
(21) 前出(13).71. 




(22) (23) (23) (23) (23) 
2 8 4 5 
Si0. • 52.32 72.50 66.86 51.69 51.88 
Ti02 0.82 0.40 0.80 1.20 1.18 
AJ20. 18.63 13.91 16.16 16.35 17.15 
Fe20. 4.15 0.40 1.20 4.02 4.50 
FeO 4.33 1.38 2.76 6.37 6.59 
MnO 0.18 0.06 0.05 0.12 0.10 
MgO 0.02 0.90 4.24 4.16 
CaO 8.58 1.34 2.93 10.13 8.94 
Na20 3.53 4.17 4.10 2.86 、2.72 
Eζ20 0.81 5.01 2.97 1.30 1.52 
P20 • 0.22 0.13 0.26 0.28 0.30 
H.O+ 1.1 0.60 0.62 0.82 0.57 
H20ー 0.51 0.16 0.10 -0.26 0.16 


















( 42 ) 、
阿蘇火山噴出物特に重量の化拳的研究
第 3 表
陽 イ コt ./ 陰 イ j; 
Al+++ ++ SO.一
Fe++ + SO. ー
Mn++ + ‘ s一


























Si02 53.02 49.98 
Ti02 0.72 0.28 
A120. 23.10 21.56 
Fe20. 4.44 6.85 
FeO 3.78 5.52 
MnO 0.08 0.01 
MgO 4.86 5.04 
CaO 8.08 6.83 
Nu20 0.32 0.31 
K20 0.05 0.08 
P20. 0.13 0.21 
H.oC+) etc 1.57 3.33 


























昭和 12年 10月 9臼採集(採集者 南葉助教授)
昭和 12年 10月19日採集(同 同 ) 
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， 2) 珪般，鎖，チタン，燐酸，アル ミニウム，マンガン，カルシウム，マグネシウムの
定量 アルカリ熔融より出張しτ得7こ試料j従液巻用ひ，珪椴は 5iO~ として秤罰:し弗化水
素鹿理の減量密以って其の量となし，鎖はアンモエア性酒石椴溶液より Fe5として分離せ
る後 Fe(OH)3 として沈澱せしめ Fe~03 として秤量し，チタ ンは酒石酸を含める硫酸k
性溶液よわクベロンを以ってく=>-Nく於}Ti)として沈澱せしめ TiO~ として秤量し，
燐酸は鍛及チタンを沈澱分離せる溶液より有機物を除去せる後 ammoniumpho::;phomoly-
bdateとして沈澱せしめ 'Magnesiamixtureを以って Mg(NH4)P04の沈蹴となし Mg2
P207として秤量し，アルミエウムは AI(OHλ として沈毅せしめ AI203として秤量した。
マンガン，カルシウム，マダネシウムは夫k H2MnOa， CaC204， Mg(NH4) P04・6H~0
として沈澱せしめ Mn:)04，CaO， Mg2P207 として秤量した。
3) カリウム及ナトリウム 弗化水素及硫酸ぞ用ひて試料を分解し更に妨害物質を除去
せる溶液を使用し，カリウムは50diumcobaltinitriteを用ひて詑灘せしめ K2NaCo(N02)6 
としτ秤量しナトリウムは Magnesiumぼ anylacetateを用ひて沈澱せしめ Na(C2H.! 
O2) ・Mg(C2H302)2・3U02(C2H30Z) ・6~H20 として秤量じた。
4) 盟般根及硫黄綿量試料にアルカリ熔融を施こし必要なる虚理を行った後，夫々
AgCl及 Ba504として秤量し Cl及 503として表示した。
5) 硫酸根試料19に就き大約250mlの水を使用して煮沸浸出せる溶液を用ひ， BaS、04
として秤量し 503 として表示した。





















A B C 
(%) (%) (~の
Fe20. 10.26 9.48 9.51 
Ti02 1.34 1.36 1.50 
、 AI20. 17.87 17.85 18.71 、、
MnO 0.21 0.24 0.22 
CaO 8.78 8.72 8.99 
MgO 3.61 4.14 4.48 
K.o 、.1.04 1.19 1.15 
Na20 1.14 1.14 1.16 
Si02 50.78 50.91 52.24 ~ 
P20 • 0.41 0.40 0.43 
Cl 0.37 0.49 0.23 
SO. 1.01 0.62 0.38 
S 0.18 0.12 0.10 
H20+ 0.99 0.65 0.27 
H20ー 2.75 2.74 1.20 
( 46 ) 
阿蘇火山噴出物特に鐙の化率的研究
合 計 100.74 100.05 100.57 
硫黄総量 1.46 0.92 0.62 (SO.として)













































































メF3h 計 t 100.00 100.00 100.00 
(重量比) (重量比) (重量比)
Si02/AI20. 2.84 2.85 2.79 











試料の 山 友 山 友 山 1東
種類等
第四火口 第四火口 第四火口
噴出年 昭和4年 昭和4年 昭和5年
月 日 8月27-28 11月5-8 9月4-8
Si02 52.28 57.53 51.21 
AI20. 8.23 12.44 8.48 
Fe20. 9.47 8.74 6.88 
CaO 6.30 5.56 5.24 
MgO 0.66 0.65 ¥ 1.19 
SO. 0.33 3.22 0.74 
Si02/_AI20.1 6.9 4.6 6.0 
(28) 前回(lc)，99-100;前出(5)，146-147. 















( 48 ) 
5 6 7 






54.34 48.14 60.38 
6.81 15.88 18.10 
11.13 20.90 8.49 
6.02 8.06 6.01 
1.54 3.68 
2.40 0.19 
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